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要   

ファイバーボード、パーティクルボード、OSBなど9タイプの市販の木質ボードについてコンパクト  

引張試験により開口型破壊モードにおける破壊じん性億の測定を行った。破壊じん橡倍は木質ボードの  

構成エレメントの影響を受けていることがわかった。インシュレーションボード、MDF、ハードボード  

などのファイバーボードでは破壊じん性催と比義との関係は、ほぼひとつの回帰直線で示すことができ  

た。パーティクルボードにおいても、3種類のボードの破壊じん性健は比塵と正の相関がみられたが、  

ファイバーボードの回帰直線とは異なっていた。また、OSBの配向性は破壊じん低値にあまり影響を及  

ぼさなかった。水質ボードの破壊じん低値は木材（RLおよびTL）のそれより大きく、開口型破壊に対  

する強度は木材（R‡ノおよびT‡ノ）より木質ボードの方が強いことがわかった。  

キーワード∴永野ボード、原口螢破膚モード、破感じん往信、コンパクト引窟試験  

ABSTRACT   

Fracture toughness of nine kinds of commercialwood－based composite boards（fiber  

board，particleboard，OSB（OrientedStrandBoard）andthelike）inopeningfracturemodewere  

measured bycompacttensiontest．Fracturetoughnesswas foundto beaffected composite  

elementofboards．Infiberboardssuchasinsulationboard，MDFandhardboard，therelation－  
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Shipbctweenfracturetoughness andthespecificgravitycouldbeshowedbyaregressionline．  

Thoughtherewas apositivecorrelationbetweenfractureto喝hnessandthespecificgravity  

inthreekindsofparticleboard，aregreSSionlineofparticleboardswasdifferentfrornthatof  

fiber’boards．Fracturetoughnesswerefoundtobeunaffected orientationofparticleofOSB．  

ASfracturetolユghnessofwood－basedcompositeboardswerelargerthanthoseofwood（RL  

andTL），thestrengthofwood－based compositeboardswerefoundtobestrongerthanthose  

Ofwood（RL and TL）in operlingmode．  

KeyⅣOrぬこ押00d・わ∂ぶ8dcoJ叩OS加ゎo∂璃Op∂用∩9東伯CれJr¢mO鹿，  

打8ぐれげ8わU9加eぶちCo／叩∂¢才子即ぶ′or）才8ざそ  

ト 締  l＝コ   

ファイバーボードやパーティクルボードなどの木質ボードは、原材料がファイバーやパ｝テイクルな  

ど木材の小片であるため資源の有効利用において有利な材料であるが、強度面においてほ、より素材に  

近い構成費索を用いた他の木質材料の合板、集成材、LVLなどに比べて劣っている。しかし、エレメン  

トに配向性を持たせ強度を向上させたOSB（配向性ストランドボード）など、より高性能の水質ボード  

の開発が進められており、合板などの単板採取に適した原木が年々減少している現状から、今後木質ボー  

ドの使用澄はさらに増加するものと予想される。これまで木質ボードの強度性能に関してかなり多くの  

研究がなされているが（ん乳応力集中を受ける場合の強度とみなされる破壊じん性條の測定はほとんど  

なされていない。そこで、本研究でファイパーボードなど数種類の木質ボードについて開口型モード（モー  

ド‡）の破壊じん低値測定を試みた。  

2－ 実  験  

2．1 供試材  

破壊じん性値測定に市販のインシュレーションボード、MD軋 ハードボード、パーティクルボード、  

OSBの5種類の木質ボードを供した。供試した木質ボードの概要を衆－1に示す。   

2．2 破壊じん性健測定用試験体  

破壊じん低値には臨界ひずみエネルギー解放率と臨界応力拡大係数の2種類がある。臨界ひずみエネ  

ルギー解放率は、き裂を単位面積進展させるために必要なエネルギーを、臨界応力拡大係数は破壊時に、  

き裂近傍の応力状態を示すもので、ともに強度特性倍と考えられており、これら2つは弾性定数を介し  

て互換性がある。本研究では、試験の容易なASTM規格E－37のコンパクト引張試験法により破壊じ  

ん性倍（臨界応力拡大係数K王C）の測定を行った。   

図－1に破壊じん性催測定に使用した試験体を示す。試験体の各寸法は図－1に示す通りである。き   
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表－1 供試木質ボードの仕様  

水質ボード種類   製 造 会 社  種  類  比 蕊   

インシュレーション  
ド（IFB）   

ニチハ㈱  盈ボード  
ボ ー  0．26   

申比重ファイバー  
㈱ノダ  LC：広葉樹軽盈タイプ  0．53  

ボ ー ド（MDF）  LD：広葉樹軽盈タイプ  0．58  
L：広葉樹標準タイプ  0．63   

ハードボード（HB）  ニチハ㈱  0．97   

日本ノボパン工兼㈱  YS  O．71  
パーティクルボード（PB）  S  O．81  

永大産業㈱  A  O．75   

配向性ストランド   
ボ ー ド（OSB）   

0．63  

凍質ボード穐類  L（m）  W（m）  B（m）   T（m）   D（m〉   

IFB   75   60   75   15   4．5   

MI）F   75   60   75   15   4．5   

托B   50   40   50   5   4．5   

PB   60   48   60   12   4．5   

OS11   60   48   60   12   4．5   

き裂長a：0．5W T方向：ボードの厚さ方向  1、   

図－1 破壊じん性催測定用試験体  

裂の長さaは0．45Wから0．55Wの範囲にとるよう規定されている（凋ため0．5Wとした。また、切欠き  

先端を鋭くするために1．3mm以上の疲労き裂を入れることになっているが、木質ボードではき裂延長線上  

にうまく疲労き裂を入れることができないため、歯厚の薄いカッターナイフで長さ5mm程度のき裂を入  

れることで疲労き裂の代わりとした（㊥。また、OSBは、配向性を持っているので、き裂を入れる方向を  

フレークの配向している方向（Aタイプ）およびそれと直交方向（Bタイプ）の2種簸とした。   

2．3 試験方法  

インストロン1000型万能試験機を用いて、毎分3mmのクロスヘッドスピードで引張破壊試験を行い、  

荷重および荷重点変位（クロスヘッド移動蕊）をⅩ－Yレコ←ダに記録させた。   

測定した破壊荷豊から次式により破壊じん性條KICを算出した。  

K王C＝ぴ・、仔・F（∈）…………… （1）   
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ここで、けは単位厚さあたりの破壊荷重Pmaxを、加力点から試験体端までの寸法Wで除した倍、aはき  

裂長さで、各試験体での実測値、F（ぞ）は形状補正係数で、a／w＝ぞとおいて  

F（ぎ）＝29．6－185．5ぞ＋655．7ぞ2－1017さ3＋638．9ぞ4 …………… （2）  

で表わされる。  

3．結果および考察   

いずれの承質ボードも、荷盛一荷盈点変位は破壊までほぼ線形性を示していた。測定された各種木質  

ボードの破壊じん低値を表－2に示す。図－2に各種木質ボードにおける比盈と破壊じん低値との関係  

を示したが、同じエレメントで構成されているインシュレーションボード、MDF、ハ仙ドボードなどの  

ファイバーボード間では、破壊じん僅値と比重との間にはほぼ直線関係があった。パーティクルボード  

も比塵とは正の相関が見られたが、ファイバーボードより破壊じん低値は小さかった。OSBでは破壊じ  

ん性倍におよぼす配向の影響はほとんどみられなかったが、破壊じん性催憬周｝比塵の他の木質ボード  

に比べて高い値が得られた。これらのことから木質ボ“ドを構成しているエレメントの形状が破壊じん  

低値にかなり大きな影響をおよぼしていることが考えられる。   

衆－3の木材の破壊じん性條（割と比敬すると同一比盛の木質ボードの方が破壊じん性倍は大きい。こ  

のことから、木材素材は割裂破壊に対して極めて弱いが、木質ボ】ドに成形加工することにより、ある  

軽度割裂抵抗の増加が期待できる。  

表鵬2 冬木質ボードの破壊じん性億K暮C測定結果  

木質ボード  試験体数   破壊じん性倍（平均）   変動係数  
（MPa・mO・5）   （％）   

IFB   50   0．26   13．8   
MI）F（LC）   40   1．46   5．21   

（LD）   30   1．66   3．95   
（L）   40   1．90   4．66   

HB   50   3．78   7．・56   

PB （YS）   30   1．64   9．70   
（A）   30   1．89   9．65   
（S）   30   2．06   11．4   

OSB（A）   30   3．45   16．4   
（B）   30   3．35   15．4  
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図－2 各種木質ボードの破壊じん性値と比重との関係   

－：I野鼠MDF、モ‡Bの回帰直線 y＝4．98x－1．15  
PB  の向帰直線 y＝4．08x－1．23  

MDF（LC〉，（LD），（L）：比盈がそれぞれ0．53，0．58，0．63の  

Ml）F  
P‡∋（YS），（A），（S）：比蕊がそれぞれ0．71，0．75，0．81のパーティ  

クルボード  

OSB（A），（B）：OSBのき裂の方向がフレークの配向方向に  

平行（Aタイプ）  

OSBのき裂の方向がフレークの配向方向に  

直交（Bタイプ）  

0  ぴ．2  0．づ  0．6  0．8  1  

比盟  

義一3 木材の破壊じん低値（鈴木く5）未発表データ）  

破壊じん橡確  
（MPa・mO・5）  

比  蕊 含水率（％）  

ヒ ノ キ（RL）  

（TL）  

ベイマツ（RL）  

‖、l．．1  
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0．281  

0、334  

0．159  

0、313  

0．289  

0．234  

0．234  

0．249  

鮎ノ：引張加力方向単径（R）方軋 昏狼進展：訊機敏維（L）方向の試験体  

TL：引張加力方向接線（T）方向、き裂進展方向繊維（L）方向の試験体  

4、結   

木質ファイパ←で構成されるインシュレーションボード、MD王㌻、ハ←ドボードなどファイバーボード  

の破壊じん低値は、比濃に対して強い正の相関を示し、1本の回帰直線で表すことができた。＋－一方、木  

材チップで構成されたパーティクルボードにおいても、比重と破壊じん低値との間に正の相関がみられ  

たが、その回帰直線はファイバーボードに比べやや傾きが緩く、かつ破壊じん性倍の低い側にシフトし  

ており、ファイバ←ボードとは明らかに異なる直線上にあった。   
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